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本資料の目的 

1. 本資料は、第 352 回企業会計基準委員会（2017 年 1 月 10 日開催）において審議し

た項目について、聞かれた主な意見をまとめたものである。 

 

会計基準の構成の検討 

2. 開発する日本基準の冒頭に、IFRS 第 15 号における 5ステップの考え方やその理解

に資するフローチャート等を記載することにより、読み手の会計基準に対する理解

の助けとなるのではないか。 

 

個別論点に関する今後検討すべき課題の候補 

3. 現行の日本基準における実務において認められている会計処理には、会計基準に準

拠している範囲で認められているものと、監査上の判断として認められているもの

があり、課題に対する対応を検討する際には、それらを区別して考える必要がある

のではないか。 
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